
作成日

評価日

総合計画（実施計
画）上の位置づけ

Ｒ６目標 Ｒ６結果 取組名称（事業名） 概要

1 政策10-1-①

令和７年１月末
までに調査結
果をとりまと
め、関係団体
に課題等を共
有

令和7年2月28
日に調査報告
書を納品

・観光動態調査の実
施

今後の観光施策に資するため、
ビッグデータを活用し、本市への
来訪者の動態調査を実施しま
す。 ○

令和7年2月に委託業者か
ら調査報告書を納品され、
同調査データは、観光アク
ションプランの基礎データと
して活用した。

1,009,862件

3 行財1-4-②

14.0日 13.5日　3時間 年次有給休暇の取得
日数の向上

ワークライフバランスを推進す
るため、有給休暇の取得につ
いて、積極的に呼びかけを行
い、職員の健康管理に努めま
す。

×

概ね当初の目標に近い休
暇を取得した。（R5：11.5
日）

全ての職員が、子育てや介護など
のライフステージに合わせて柔軟
に働き続けることができるよう、職
場環境の整備やテレワークの導入
などを進めます。

年次有給休暇取得
日数

ワークライフバランスを推進
するため、有給休暇の取得
状況を確認し、取得の少ない
職員へ声掛けを行っていきま
す。

食と酒、みなとまち文化、各区の地
域資源、古町芸妓、マンガ・アニ
メ、スポーツなど、新潟市の個性・
魅力を最大限に活用し、誘客を促
進するとともに、来訪者の満足度
向上、リピート・消費意欲の向上に
つなげます。

2 政策10-1-②

21,131件

前年比122%
公式観光ホームページ内
に新潟駅リニューアル関連
情報を掲載したことで、閲
覧数が増加した。

今後、ホームページの改修に
より、より閲覧しやすい環境
を整えていきます。

・前年度比110％
・インスタグラムのフォロー
キャンペーンの実施や、観
光親善大使を活用したリー
ル動画などの掲載により
フォロワー数が増加した。

様々なSNS媒体を活用しなが
ら、ターゲットを意識した情報
発信とコンテンツの充実を
図っていきます。

新潟まつりやにいがた総おど
り、酒の陣など、本市の魅力発
信や交流人口の拡大に資する
観光イベントの開催を支援しま
す。また、「新潟まつり市民参
画プロジェクト」の継続実施を
支援します。

・「新潟観光コンベンション協
会」と連携し、本市の魅力発信
をはじめ、誘客セールス、ＭＩＣ
Ｅ誘致などの活動を展開し交
流人口の拡大につなげます。

・様々なメディアを活用し、ター
ゲットを意識した効果的な情報
発信を行い、本市へのさらなる
誘客につなげます。

・観光資源・観光イベ
ントの充実

・新潟観光コンベン
ション協会と連携した
誘客促進

・魅力発信・誘客の推
進

No.

組織目標 指標

R6.5.17

R7.3.31

主な取組（事業）

組織目標管理シート

年度 令和６年度 （参考）
関連する総合計画に
おける政策指標

延べ宿泊者数
観光入込客数

組織名（部） 観光・国際交流部
組織名

（準部・課・機関名）
観光政策課

新潟観光コンベン
ション協会SNSフォ
ロワー数

instagram（日本
語、英語）や
facebook（日本
語、英語）の
フォロワー数
19,252件以上
(令和5年度を
上回るフォロ
ワー数)

828,087件以上
（令和5年度を
上回るアクセス
数）

公式観光ホーム
ページの年間訪問
数
（アクティブユー
ザー数）

必要に応じて各種動態調査
を実施します。

○

旅行者の動態調査を実施し、コロ
ナ禍で変容した、国内外からの旅
行者の観光ニーズの把握に努め
ます

今後の方針

令和6年6月中にプ
ロポーザルを実施

評価 目標達成状況
取組指標

○：達成
△：一部未達成
×：未達成



作成日

評価日

総合計画（実施計
画）上の位置づけ

Ｒ６目標 Ｒ６結果 取組名称（事業名） 概要

①1,000人

②5,600人

①673人
内訳
乗車券544人
協賛店129人

②4,581人

佐渡連携誘客事業 「佐渡島の金山」の世界遺産登
録を見据え、佐渡旅行者に本
市での宿泊キャンペーンを行う
など、佐渡・新潟エリアとしての
周遊促進に、佐渡市や交通・
宿泊業などの関係者と連携し
て取り組みます。

「佐渡島の金山」の世界遺
産登録により、佐渡旅行者
が少しずつ増加するなか、
関係事業者と連携して取り
組んだものの、情報提供等
に課題があり、本市への周
遊を充分に促進できず、ま
た宿泊プランの利用者につ
いても目標達成に至りませ
んでした。

250件 199件
(見本市・展示
会を含まない)

MICE誘致推進 各種会合やスポーツ大会の主
催者等に対し、開催補助金を
はじめとする充実した支援制度
を有することや、食、みなとまち
文化、豊かな自然といった本市
の魅力を積極的にアピールす
ることで、経済波及効果の大き
いMICE誘致を推進します。

従来の「ブロック」の補助内
容を「全国」に統一・格上げ
し取組を強化しましたが、
スポーツ大会・競技会に比
べ、学会・会合の回復が依
然として遅く、全体として目
標に達しませんでした。学
会については、オンライン
開催も増えていることが理
由の一つと考えられます。

2 政策10-1-②

50％以上 73.9% 食をツールとした誘客
推進事業

全国有数の消費額を誇る本市
のラーメンについて、情報発
信、カプセルトイやイベントな
ど、その魅力を発信するプロ
モーションを展開するとともに、
他都市とも連携しながら、ラー
メンをきっかけとした交流人口
の拡大に取り組みます。

○

新潟ラーメンの魅力発信や
プロモーションに努めた結
果、本市内外で開催された
イベントでのアンケートにお
いて、市外のお客様のう
ち、お目当ての食べ物を
「ラーメン」と回答した人数
の割合は73.9％となり、目
標を達成できました。

81,000人 112,967人 外国人誘客促進事業 急回復する旅行需要の回復に
伴い、新潟空港国際線就航地
等の現地旅行社セールスの
他、国際観光展への積極的な
参加及び本市訪問中の旅行者
向けに情報発信に取り組みま
す。

積極的な誘客活動に努め
たほか、訪日外国人の増
加傾向と相まって、目標を
達成し、コロナ禍前の年間
最高値である総合計画の
中間目標値（令和8年）を超
えることができました。

13回 19回 クルーズ船誘致推進
事業

国内・海外クルーズ船のさらな
る誘致に向け、県や関係団体
と連携し、船社、旅行社への
セールス活動や寄港時の受け
入れ体制の強化に努めます。

クルーズ船は誘致活動か
ら寄港実現までに２～３年
を要するため、関係団体と
連携し、寄港時の受け入れ
や国内外へのセールス活
動を確実に行い、信頼関係
の持続・強化を図ってきた
ことで、翌々年度の寄港回
数は19回予定となり、目標
を達成できました。

4 行財1-4-②

15.0日 15日 年次有給休暇の積極
的な取得

朝礼や課内会議においてアニ
バーサリー休暇やブリッジ休暇
を活用するなど、有給休暇の
積極的な取得についての呼び
かけ等を行う。

○

有給休暇の積極的取得を
呼びかけたことで、目標達
成できました。また、テレ
ワークや有給休暇を取得し
やすい環境もつくられてい
ます。

1 政策10-1-②

航空路線の充実、外国人誘客、ク
ルーズ船の誘致を進めます。

3 政策10-1-②

国際港・国際空港や高速道路、新
幹線といった高速交通ネットワーク
を有する拠点性を活かし、ハイレ
ベルな国際会合・スポーツ大会等
を含むMICE誘致、および佐渡市や
会津若松市をはじめとする県内外
の自治体との広域連携により、誘
客を促進します。

組織目標管理シート

年度 令和６年度 R6.5.31（参考）
関連する総合計画に
おける政策指標

・延べ宿泊者数
・観光入込客数

組織名（部） 観光・国際交流部
組織名

（準部・課・機関名）
観光推進課 R7.3.31

No.

組織目標 指標

評価 目標達成状況 今後の方針
取組指標

主な取組（事業）

①佐渡・新潟周遊
ツールの利用者数
②「<新潟泊>さど旅
得プラン」の利用者
数

世界遺産「佐渡島の金山」と
「みなとまち新潟」を一体でＰ
Ｒをするとともにデジタルスタ
ンプラリーなど、佐渡市と新
潟市を周遊する仕組みへの
見直しを通じて、一層の周遊
促進に取り組みます。

食と酒、みなとまち文化、各区の地
域資源、古町芸妓、マンガ・アニ
メ、スポーツなど、新潟市の個性・
魅力を最大限に活用し、誘客を促
進するとともに、来訪者の満足度
向上、リピート・消費意欲の向上に
つなげます。

当課が出展するイ
ベント等で実施する
アンケート調査にお
いて、本市お目当
ての食べ物として
「ラーメン」と回答す
る者の割合

今後もラーメンガイドブックや
カプセルトイなどのコンテンツ
を継続していくとともに、専門
誌等への広告出稿や、ラーメ
ン事業者との協力事業による
マスコミを通じたパブリシティ
活動などを通じて、新潟ラー
メンの県外での知名度向上を
図っていきます。

コンベンション件数 国際的・大規模MICE誘致を
進めるとともに、引き続きホテ
ル開催の中規模MICE誘致に
努めます。

×

外国人延べ宿泊者
数

最終目標（令和12年）に向け
て、新潟空港国際線を運航
する航空事業者等との連携
を強化し、情報発信などに取
り組むほか、新たにモニター
ツアーを実施し、参加者の口
コミによる新規顧客開拓を
図っていきます。

全ての職員が、子育てや介護など
のライフステージに合わせて柔軟
に働き続けることができるよう、職
場環境の整備やテレワークの導入
などを進めます。

年次有給休暇の取
得日数の向上

引き続き、有給休暇の積極的
な取得やテレワークの実施に
ついての呼びかけ等を行って
いきます。

翌々年度のクルー
ズ船寄港予定回数

引き続き、県や関係団体と連
携し、積極的なセールス活動
と着実な寄港対応によって、
船社・旅行社との信頼関係を
強化していきす。

○

○：達成
△：一部未達成
×：未達成



作成日

評価日

総合計画（実施計
画）上の位置づけ

Ｒ６目標 Ｒ６結果 取組名称（事業名） 概要

1 政策1-4-①

3,200人 5,060人 多文化共生のまちづく
り

総領事館と連携し、ハンガウィ
まつりや春節祭などを通じ市民
の文化理解の促進を図りま
す。また、多言語ややさしい日
本語による情報発信、国際理
解・異文化理解促進を図り、外
国人との共生社会の推進に取
り組みます。

○

「外国人との共生社会推進
本部」を設置し、「新潟市多
文化共生基本方針」を策定
した。全庁的な取り組みを
推進するとともに、新潟市
国際交流協会との連携強
化を図った。
また、総領事館と連携し、
ハンガウィまつりや春節祭
などを通じて、市民の文化
理解の促進を図った。

2

500人 1,416人 姉妹・友好都市などと
の交流の推進

姉妹・友好都市、交流協定都
市との交流を引き続き推進し、
市民同士の草の根交流を図る
とともに、国際都市としての発
展とシビックプライドの醸成を
図ります。

ナント市と相互の代表団の
派遣・受入、ハルビン市と
の周年事業の実施など、
対面交流を本格的に実施
するとともに、日中韓の青
少年オンライン交流やガル
ベストン市、ナント市とのオ
ンラインミーティングを行う
など、効果的な交流を実施
し、目標を達成することが
できた。

3

25人 29人 国際交流員派遣事業 市や新潟市国際交流協会が主
催する国際交流関係事業や学
校・公民館など地域団体が主
催する交流活動に対して、国
際交流員（CIR)を派遣し、異文
化理解の促進を図ります。

小中学校の青少年オンラ
イン交流や国際交流員を
派遣し、各国の文化や日
常生活などを紹介するな
ど、国際理解の促進を図っ
た。

4 行財1-4-②

14.0日 16.0日 年次有給休暇の取得
日数の向上

ワークライフバランスを推進す
るため、有給休暇の取得につ
いて、積極的に呼びかけを行
い、職員の健康管理に努めま
す。

○

課内会議などを通じて情報
の共有化を図るとともに、
ノー残業デーの実施や年
次有給休暇の計画的案取
得などを呼びかけ、目標を
達成することができた。

国際交流員派遣延
べ人数

姉妹・友好都市、交流協定都市を
はじめ、世界各都市と自治体交流
を進めます。

政策10-2-①

姉妹・友好都市、交
流協定都市との交
流事業参加者数

ガルベストン市との60周年記
念事業を実施し、相互理解を
深めるとともに、市民にも親し
んでもらえるような形での実
施を目指します。
コロナの影響により中断して
いた姉妹・友好都市との様々
な交流を継続的に展開する
ほか、市民同士の草の根交
流を再開させ活性化していき
ます。

全ての職員が、子育てや介護など
のライフステージに合わせて柔軟
に働き続けることができるよう、職
場環境の整備やテレワークの導入
などを進めます。

年次有給休暇取得
日数

引き続き、年次有給休暇の計
画的な取得を呼びかけるとと
もに、ノー残業デーの実施な
どにより働きやすい職場づく
りに努めます。

引き続き、国際交流員を活用
した国際理解の促進を図りま
す。

○

評価 目標達成状況 今後の方針
取組指標

日本人も外国人も様々な国の文化
に触れられ、相互理解を深められ
る取り組みを推進します。

多文化共生・国際
理解促進事業の参
加者数

本市における外国人数は過
去最高を記録しており、今後
も増加することが見込まれて
いる。
外国人との共生にかかる課
題も多様化、複雑化している
ことから、各窓口や地域で混
乱が起きないように組織横断
的に取り組みます。

主な取組（事業）

No.

組織目標 指標

組織目標管理シート

年度 令和６年度 R6.4.30（参考）
関連する総合計画に
おける政策指標

・新潟市は暮らしやすいまちだと思う外国籍市民の割合
・新潟市は国際的なまちだと思う市民の割合

組織名（部） 観光・国際交流部
組織名

（準部・課・機関名）
国際課 R7.3.31

○：達成
△：一部未達成
×：未達成


